
魅力ある学校づくり調査研究事業について

1 翻変研究の概要

不主主校やいじめを宋然に紡止するには，全ての児童童生徒が安I~＼・安全に学校生活を送ることができ，

規律正しい態度で授業や行事に主体的に参加・活躍できる学校づくりを進めていく必要があります。

当センターでは，そうしだ学校づくりの進め方を研究する疋めに，平成 22年度より「魅力ある学校

づくり謂資研究事業」を実施しています。 I期2年間で，第蕊期日となる平成26年度は，全B18府

漂の18中学校区が指定地域！こ選lまれ，校区全ての小中学校で取絡が進められています。

各指定地域における具体的な取締については，文部科学省での連絡協議会（4月， 2月〉や全国3地

域で開催されるブロック協議会〔10～11月〉で定期的に報告され，特色ある取組を交流しながら自校

区の取組の充実へと反狼させています。なお，ブロック協議会には，事業関係者のみならず，近i淡路県

ちさきめ毅育委員会生徒指謬担当者や教員の参加を努り，各市町村や白校の取組の参警にできるよう配布

潔料等を工夫しています。

なお，これまでの調査研究事業の成果は，当センタ一発行交料等に奴りまとめ・反映され．全国に矯

報発信されています。

2 第 I～E期（平成22～25年度）の取級の成果

本調査研究事業は，当センターと指定地域の都道府県教育委員会・市町教育委員会と学校関係者が緊

密に連携し取り組む点lこ特徴があります。事喜重量自体の進め方についてち，都道府県・市町村・学校関係

者の意見を反映し，より効果のあるものへと点検・見直しを行っています。

〔1）第I期（平成22～23年度〉の奴組と成果

不宣言校の「未然妨ltJを白的とした「磁力ある学校づくり」について，30応黒の30指定地域（中学校区〉

において以下の点に留怒した奴組が行われました。

①耳元に不登校状態にある児童生徒の「学校復帰」や，休みがちな児童生徒に焦点を当てた「初期対応J

ではなく，新だに不登校にさせない「宋然防止jの取組はどのようなものになるのか。

②その際，従来の事業にはなかった「中学校区Jで取り組む意義，また方法はどのようになるのか。

このような慈雲量コンセブトに沿って試行錯誤の取総を進められましたが.2年後lこは 30指定地域の

うち20地域で不登校児童童生徒数〈小学5年生から中学3年生不主主校叡の合計〕の減少が克られました。

【代表的率例】

秋国燥議主市論議中学校区

O不主主校児蜜数

平成21年度小学5年生～中学3年生の不登校児童生徒数16名

平成23年度

。特徴的な取組

II 6名

小・小i謹滋から小・中連機へとつながる 9年間の取組を具体的な形としてまとめ．教職員が意識し

て取り組んだことが成果につながったのだと考えられます。具体的には次のような取組が行われまし

た。

〉初年度には中学校区内の二つの小学校がlj¥.Jj＼遼擦によって学年進行に郎した児蓬生徒像を統一し．



更に中学校にまで広げた「羽城かがやさプラン」を作成

〉学年進行に却した9年間の授業や家庭での学習習慣をまとめた「基本的

学習習慣系統表」の作成（2年度）

＜成果＞

このような取組により．自己予言用感の議成を殴るというB様に向け，

「分かる授業づくり」「安l白した学校生活を送ることができるようにする

生徒指襲撃j「縦割り班活動jf小学校間交流J「地域における体験活動」が

関連付けられるようになりました。

多くの児霊童生徒が，様々な活動の場面を得て，苦労してやり遂げだり，

努力が報われて成功レたりする大切さを実感することができ．「／~＼の居場

所づくりJや「温かい人間関係の矯築jが進み．それが不蛍校児塗生徒

室長の減少に結び付いたのだと考えられます。（なお.!IQ組の詩書自は．羽城

中学校IRが作成しだ塁審料で御確認ください）

〔2〕第E期（平成24～25年度）の取組と成果

第IWIの成果を踏まえ， 22府県の22指定地域（中学校区〕において，以下の点を強化し取組を行い

ました。

①小・中連携の！！~組を強化するため．小学校の研究担当者の役部を明確にするとともに．中学校の担当

者だけでなく小学校の研究担当者ち全員が遼絡協議会〈年 2回〉に参加することで．小学校におけ

る効果的な取組の在り方について協議する

②数日議員の共遜理解には，生徒指警のPOCAサイクルを主意識することが霊嬰であることから，児E室生徒

対象の取組E平1箇アンケートによる共通指標を手j卦かりに取締を進められるよう共通の手順等を示す
容すな

第E期においては，第I賂以上！こ児愛生徒の「居場所づくり」と「車宇づくり」を慈識しだ取組を進
めた結果， 22指定地域のうち 16地域で不登校児童生徒霊長（小学5年生から中学3年生不登校数

の合計〉の減少が売られました。特に，中学絞区全体での組織づくりを慈識した学校の多くが成果を

上げました。

［代表的な事例｝

福井康福井市光陽中学校区

O不笠校児童数

平成23年度小学6年生～中学3年生の不登校児蓑生徒鍛 16名

平成25年度 II ア名

O特徴的な取組

IJ I・中学校の教職員だけでなく，家庭・地域にもデータを示しながら具体

的な取組についての理解と協力を求めたことが成果につながつだと考えら

れます。

〉小学校と中学校の全教職員で構成される四つの部会（「盤かな／~＼育成部会J

「小・中交流部会Jr学力向上部会j「学校生活向上部会J）でIJI・小遥溌と
小・中連携を捻進
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＞！！~組評価アンケートの結果をグラフ化レ家庭・地域と共有する等取組の成果と課題の見える化の促進

学校・家庭・地域が連携し計図的に取組を進めた結泉，小学校5年生～中学校3年生のすべての児童

生徒苅象に行った意識認査では，「学校が楽しい」「みんなで偲かするのは楽レい」「授業に主体的に取り

組んでいるJ「授業がよくわかる」の項目で肯定的回答が全体の約9剖を超える等，「居場所」や「響」

を多くの児愛生徒が実感できるようになりました。そうした学校の努殴気が不主主校児童生徒叡の減少に

つながつだちのと替えられます。（なお，！！£組の詳細は，光線中学校区が作成した潔料で御確認ください〉

0第E期の！！£絡のポイント

第班期では，第I• II期の結粟を踏まえ，生徒指導のPDCAサイクルに基づく調査研究を更に進め

るため．これまでの成袋と課題を踏まえ，各指定地I或で以下の点を強化し取り組んでいます。

①奴紹の効果について詳絢な状況把援に努めるため，小学5年生～中学 3年生のすべての兜霊童生徒を

対象とした阪総評価アンケートを年2回から3回に増やしました。

②取組評価アンケートの結果に2基づきこれまでの取組の点検と見直しを行うため，各校で活用している

チェックシートを校区全体の成果と課題の分析にち生かしています。

③本調震研究苦言語遣を地域の特性に応じだ汎用性のある取組へと発展させるだめ，府県教育委員会や市町

教育委員会が互い！こ補完レ合いながら．教員研修等様々な機会を遇じだ働きかけに努めています。


